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マ
〃
ク
ス
経
済
学
批
判
の
方
法
的
前
提
に
つ
い
て

　
　
　
第
一
節
　
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
構
想
の
合
意

　
マ
ル
ク
ス
経
済
学
批
判
の
方
法
の
核
心
は
、
「
経
済
的
カ
テ
ゴ

リ
ー
批
判
」
の
方
法
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
「
さ
し
あ
た
り
、
間

題
と
な
る
仕
事
は
、
経
済
的
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
批
判
（
－
（
H
ま
一
・

○
雪
o
艮
o
目
o
昌
涼
チ
竃
穴
呉
晶
o
ユ
Φ
自
）
だ
。
あ
る
い
は
、
ブ
ル
ジ

目
ア
経
済
の
体
系
の
批
判
的
叙
述
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
れ
は
、

体
系
の
叙
述
で
あ
る
と
同
時
に
、
叙
述
に
よ
る
体
系
の
批
判
で
も

あ
る
」
（
一
八
五
八
年
二
月
二
二
日
、
ラ
ヅ
サ
ー
ル
あ
て
の
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

ク
ス
の
手
紙
呂
■
峯
d
p
s
・
ω
・
3
o
）
。
古
典
派
や
プ
ル
ー
ド

ン
の
無
批
判
的
方
法
に
対
置
し
て
マ
ル
ク
ス
は
自
己
独
特
の
方
法

を
「
経
済
的
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
全
体
系
の
一
般
的
批
判
」
（
呂
向
老

因
p
塞
1
ω
一
ω
．
塞
o
）
と
し
て
特
徴
づ
け
た
の
で
あ
り
、
し
た

真
　
　
田

哲
　
　
也

が
っ
て
そ
の
含
意
を
把
握
す
る
こ
と
が
マ
ル
ク
ス
方
法
論
研
究
の

　
　
　
　
　
＾
2
〕

犬
前
提
と
い
え
る
。
そ
の
際
、
マ
ル
ク
ス
が
批
判
対
象
た
る
「
ブ

ル
ジ
目
ア
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
を
も
っ
て
「
客
観
的
（
客
体

的
）
思
考
物
諸
形
態
（
O
互
島
ま
き
Ω
＆
彗
ぎ
臣
昌
畠
昌
）
」
と
し

て
そ
の
特
有
の
性
格
を
規
定
し
た
点
が
留
意
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い

「
こ
の
よ
う
な
諸
形
態
こ
そ
は
ま
さ
に
ブ
ル
ジ
目
ア
経
済
的
諸
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
形
態
こ
そ
は
、
商
品
生
産

の
、
生
産
関
係
に
つ
い
て
の
社
会
的
に
認
め
ら
れ
た
、
そ
れ
ゆ
え

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

客
観
的
（
客
体
的
）
恩
考
物
諸
形
態
（
o
亘
島
ま
き
o
＆
竃
一
・
彗
．

申
旨
旨
彗
）
な
の
で
あ
る
」
（
H
（
・
一
ω
・
8
）
。
マ
ル
ク
ス
が
経
済

的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
与
え
た
こ
の
規
定
の
意
味
を
明
確
化
す
る
こ
と

は
「
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス
固
有
の
方
法

の
解
明
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
語
義
の
理
解
に
関
し
て
予
め
論
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（129）　マルクス経済学批判の方法的前提について

点
を
示
し
て
お
け
ぱ
、
意
味
内
容
は
二
重
に
閲
題
と
な
る
。
第
一

に
。
一
U
旨
庄
＜
。
の
意
味
、
第
二
に
Ω
＆
彗
－
・
彗
｛
昌
昌
彗
の
意
味

で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論
研
究
の
核
心
も
詰
る
と
こ
ろ
こ
の

点
の
理
解
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
マ
ル
ク
ス
の
理
論

に
お
い
て
「
思
考
物
（
O
＆
彗
庁
彗
）
」
と
は
決
し
て
自
明
の
も
の

で
は
な
く
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
執
筆
以
来
、
近
代
市

民
社
会
批
判
の
理
論
構
築
に
お
い
て
独
自
に
批
判
的
な
意
味
づ
け

が
な
さ
れ
て
き
た
。
詳
細
は
次
節
以
下
で
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
マ

ル
ク
ス
の
「
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
」
構
想
の
背
後
に
お
け
る

も
う
一
段
深
い
方
法
的
前
提
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
「
思

考
物
（
Ω
。
O
里
、
岸
。
自
）
」
な
い
し
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
内
黒
晶
O
ま
）
」

一
般
の
、
近
代
に
お
け
る
独
特
な
あ
り
方
（
カ
テ
ゴ
リ
i
の
形
態

性
）
へ
の
批
判
的
了
解
と
い
え
る
。
そ
れ
を
仮
に
思
考
物
・
カ
テ

ゴ
リ
ー
批
判
の
レ
ペ
ル
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
「
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

批
判
」
の
方
法
は
そ
の
レ
ベ
ル
か
ら
基
礎
づ
け
ら
れ
て
は
じ
め
て

成
立
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
従
来
の
、
主
に
経
済
学
者
の
間
で

の
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論
研
究
に
お
い
て
は
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
相
互

関
連
或
い
は
『
資
本
論
』
の
叙
述
構
成
な
ど
が
様
々
に
検
討
さ
れ
、

少
く
な
い
成
果
が
生
み
だ
さ
れ
て
き
た
が
、
重
大
な
こ
と
に
そ
の

い
ず
れ
も
が
、
一
つ
の
暗
黙
の
前
擬
を
共
有
し
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、
そ
‡
基
讐
か
ギ
掌
伽
・
か
デ
ブ
ゴ
榊
具
・

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
つ
特
殊
性
と
は
何
か
、
と
い
う
論
点
を

自
明
視
し
不
問
に
付
す
、
こ
の
点
で
あ
る
。
同
時
に
ま
た
「
自
己

関
係
（
眈
一
。
ゴ
彗
｛
葦
ブ
g
N
一
｝
彗
）
」
（
Ω
『
・
ω
・
さ
o
）
と
か
「
自

我
性
（
ω
。
旨
、
け
疸
（
①
6
」
（
峯
向
Ω
＞
＞
σ
．
自
射
P
■
ω
．
O
。
ひ
）
な

ど
、
常
識
的
な
経
済
学
的
術
語
か
ら
は
み
で
る
諸
概
念
に
つ
い
て

は
無
視
さ
れ
る
か
、
派
生
的
言
及
が
な
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
、

た
。
マ
ル
ク
ス
の
前
経
済
学
的
な
側
面
は
事
実
上
切
り
捨
て
ら
れ

て
き
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
批
判

と
い
う
こ
と
の
方
法
的
含
意
が
、
し
た
が
っ
て
ま
た
一
般
に
近
代

に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
問
題
性
を
問
う
こ
と
の
意
義
が
、
留
意

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
情
と
照
応
し
て
い
る
。
他
方
、
哲
学
・
社

会
挙
者
の
間
で
は
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論
の
重
要
な
特
質
と
し
て
物

象
化
と
い
う
事
態
を
概
念
化
し
た
点
が
つ
と
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
物
象
化
と
い
う
事
態
と
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
諸
規
定

と
の
内
的
統
一
的
関
連
は
追
究
さ
れ
ず
、
各
々
の
文
脈
で
多
義
的

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

な
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て

は
個
々
の
経
済
的
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
た
と
え
ぱ
商
品
、
貨
幣
、
資
本

の
概
念
規
定
に
即
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
区
別
と
連
関
に
お
い
て
物

象
化
構
造
が
論
じ
ら
れ
ず
、
物
象
化
は
告
々
の
規
定
性
と
は
無
関
　
洲



一橘論叢 第91巻 第2号（130）

心
な
等
質
的
な
現
象
と
し
て
括
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
方
法
論
研
究
に
共
通
す
る
の
は
、

マ
ル
ク
ス
「
恩
考
物
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
論
の
、
ま
た
「
経
済
的
カ

テ
ゴ
リ
ー
」
論
の
不
在
で
あ
る
。
「
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
批
判
」

と
い
う
マ
ル
ク
ス
固
有
の
方
法
の
解
明
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
レ
ベ

ル
の
深
み
か
ら
間
題
を
た
て
て
こ
そ
可
能
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
物
象
化
と
い
う
事
態
も
経

済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
の
方
法
の
論
理
必
然
的
な
帰
縞
と
し
て
概

念
的
に
了
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
経
済
学
批

判
の
方
法
を
最
深
部
か
ら
根
拠
づ
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
の
論
理

を
扶
摘
し
つ
つ
、
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
と
る
特
殊
な
存
在
様
式

た
る
物
象
化
の
塞
本
構
造
を
粗
描
す
る
点
に
あ
る
。

第
：
節
　
マ
ル
ク
ス
の

「
思
考
物
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
論

　
マ
ル
ク
ス
の
「
思
考
物
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
論
を
解
く
鍵
は
「
関

係
」
論
に
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
「
関
係
行
為
」
（
く
。
、
ブ
嘗
一
，

片
雪
）
L
と
は
人
間
固
有
の
特
性
で
あ
り
、
関
係
行
為
し
あ
う
諸
主

体
と
区
別
さ
れ
た
「
関
係
そ
れ
自
体
（
く
。
、
毒
岸
目
｛
眈
瞠
－
眈
く
。
、
壷
旨
．

邑
ω
）
」
は
人
間
に
と
っ
て
の
み
存
在
す
る
も
の
と
把
握
さ
れ
る
。

「
動
物
は
か
印
断
p
い
（
旨
｝
ぎ
ブ
）
他
者
と
は
関
係
し
な
い
し
、

何
も
の
と
も
関
係
し
な
い
し
、
そ
も
そ
も
関
係
し
な
い
。
動
物
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
っ
て
他
者
と
の
関
係
は
関
係
と
し
て
は
（
芸
く
。
、
毒
さ
巨
眈
）
存

在
し
な
い
L
（
U
・
ω
・
N
O
。
）
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
関
係
行
為
に
お

け
る
「
対
自
的
」
と
い
う
契
機
と
「
関
係
と
し
て
」
の
契
機
の
二

つ
を
区
別
し
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
次
節
で
詳
述
す
る
の
で
、

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

ま
ず
関
係
の
関
係
と
し
て
の
存
在
と
い
う
契
機
か
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。
そ
の
際
、
関
係
行
為
し
あ
う
諸
圭
体
と
は
区
別
さ
れ
て

関
係
が
そ
れ
自
体
と
し
て
確
定
さ
れ
る
の
は
思
考
（
U
彗
ぎ
自
）

に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

た
と
え
ぱ
、
マ
ル
ク
ス
は
商
品
関
係
を
論
じ
な
が
ら
そ
れ
を
敷
術

し
つ
つ
、
よ
り
一
般
的
に
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て

い
る
。
「
両
者
（
商
品
－
筆
者
注
）
と
は
異
な
っ
た
こ
の
第
三
者

は
あ
る
一
つ
の
関
係
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
頭
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
中
に
表
象
の
中
に
存
在
す
る
。
ち
ょ
う
ど
、
諸
関
係
が
一
般
に

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

関
係
し
あ
う
諸
主
体
と
の
区
別
に
お
い
て
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
一
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ら
な
い
と
き
、
思
考
（
ま
津
g
）
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う

＾
4
〕に
」
（
9
・
ω
・
ミ
｛
・
）
。
ま
た
他
方
で
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に

も
指
摘
す
る
。
「
す
べ
て
の
関
係
は
、
言
語
に
お
い
て
・
た
だ
概
念

と
し
て
の
み
表
現
さ
れ
う
る
」
（
『
ド
イ
ツ
．
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』

旨
目
老
団
p
ω
ω
．
ω
阜
N
）
。
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（131）　マルクス経済挙批判の方法的前提について

　
　
こ
れ
ら
の
所
述
を
概
括
す
る
な
ら
ば
、
藷
主
体
と
は
相
対
的
に

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
区
別
さ
れ
た
関
係
そ
れ
自
体
は
、
思
考
（
活
動
）
に
よ
っ
て
把
握

　
さ
れ
る
L
し
共
に
、
概
念
な
ど
一
定
の
思
考
物
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
「
思
考
物

（
Ω
。
o
印
目
一
、
。
目
）
」
と
は
、
マ
ル
ク
ス
に
と
っ
て
は
概
念
、
理
念
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
な
ど
諸
個
人
の
関
係
の
観
念
的
な
表
現
の
総
体
を
意
味

　
　
　
　
　
　
　
＾
三

し
て
い
る
と
い
え
る
。
マ
ル
ク
ス
の
「
関
係
」
諭
の
か
か
る
確
認

は
「
関
係
の
自
立
化
」
と
呼
ぱ
れ
る
構
造
の
解
明
に
と
っ
て
、
重

要
な
橋
頭
盤
構
築
と
な
る
。
す
な
わ
ち
「
関
係
の
自
立
化
」
と
い

う
事
態
の
内
に
は
既
に
「
思
考
の
自
立
化
」
と
い
う
契
機
が
内
包

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
哲
学
者
た
ち
に
と
っ
て
最
も
困
難
な

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

課
題
の
一
つ
は
思
考
物
（
Ω
＆
彗
一
・
彗
）
の
世
界
か
ら
現
実
の
世

界
へ
降
り
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
思
考
物
の
直
接
的
現
実
態
は
言

語
で
あ
る
。
哲
学
者
た
ち
は
厭
脊
（
U
①
鼻
彗
）
む
印
か
俗
む
か

、

た
よ
う
に
、
言
語
を
も
一
つ
の
固
有
の
領
域
に
ま
で
自
立
化
さ
せ

な
い
で
は
お
か
な
か
っ
た
。
・
：
－
わ
れ
わ
れ
は
臥
心
勢
か
と
塾
か
ひ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

自
立
化
は
諸
個
人
の
人
格
的
関
連
と
関
係
の
自
立
化
の
一
帰
結
で

あ
る
こ
と
を
示
し
た
」
（
P
里
．
O
。
一
ω
．
阜
竃
）
。
「
こ
れ
ら
の
静
が

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
普
遍
性
（
≧
釘
①
昌
巴
ま
睾
彗
）
及
ぴ
謝
粉
か
（
田
①
o
q
ユ
ま
）
か

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

神
秘
的
な
諸
カ
と
し
て
遁
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
実
在
昨
謝
断
榊

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
｝
｝
寸
化
の
必
然
的
帰
結
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
そ
の
帰
結
の
表
現

で
あ
る
L
（
閏
■
串
。
O
二
ω
．
宝
N
）
。
関
係
の
自
立
化
は
、
思
考
物

の
自
立
化
と
し
て
表
現
さ
れ
、
そ
れ
は
ま
た
言
語
の
自
立
化
と
も

不
可
分
の
事
態
と
把
握
さ
れ
る
の
で
簑
；
ら
に
・
関
係
の
自

立
化
は
そ
の
担
い
手
た
る
諸
個
人
の
意
識
に
お
い
て
理
念
な
ど
思

考
物
の
支
配
と
し
て
、
抽
象
の
支
配
と
し
て
、
現
れ
て
く
る
。

「
す
な
わ
ち
、
以
前
は
諸
個
人
は
相
互
に
依
存
し
あ
っ
て
い
た
が
、

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

今
や
抽
象
に
よ
つ
て
支
配
さ
れ
て
い
が
・
・
…
・
謝
断
愉
㎝
か
デ
い
か

、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

け
濯
、
藷
個
合
身
の
意
識
の
中
で
審
容
落
ご
募

象
す
る
、
、
」
（
Ω
、
・
ω
・
り
3
・
）
。
諸
個
人
か
ら
自
立
し
た
関
係
は
、

人
間
の
関
係
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
由
に
浮

い
た
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、
し
た
が
っ
て
諸
個
人
に
担
わ
れ
て
の

み
実
在
化
さ
れ
う
る
。
諸
個
人
か
ら
自
立
し
た
関
係
が
、
再
ぴ
諸

個
人
に
お
い
て
現
象
し
て
く
る
局
面
が
問
趨
と
な
る
所
以
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
諸
個
人
か
ら
の
関
係
の
自
立
化
と
い
う
事
態
は
次
の

よ
う
な
諸
局
面
を
持
つ
ひ
と
続
き
の
過
程
と
い
え
る
。
①
諸
個
人

↓
②
　
関
係
の
自
立
化
1
1
思
考
物
の
自
立
化
↓
③
　
諸
個
人
の
意

識
式
け
る
思
考
物
の
支
配
一
或
い
は
思
考
物
・
力
一
7
ゴ
ー
－
の

人
格
化
）
。
そ
の
際
、
諸
個
人
か
ら
関
係
が
自
立
化
し
て
思
考
物
・

カ
テ
ゴ
リ
、
と
し
て
存
在
し
て
い
る
条
件
の
下
で
は
・
こ
の
自
立

28」
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化
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
抽
出
す
る
こ
と
が
、
諸
個
人
が
相
互
に
関

係
し
合
い
関
係
を
実
在
化
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
契
機
と
な
る
。

た
と
え
ぱ
、
商
品
関
係
に
お
い
て
、
諸
個
人
は
無
意
識
的
で
は
あ

れ
「
価
値
抽
象
」
「
価
値
遠
元
」
を
介
し
て
他
者
と
関
係
を
取
り

結
ぷ
の
で
あ
り
、
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
諸
個
人
を
媒
介
す
る
内
的

紐
帯
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
諸
個
人

の
関
係
の
あ
り
方
は
市
民
社
会
で
は
商
品
関
係
に
と
ど
ま
ら
な
い

一
般
的
な
構
造
的
特
質
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
第
一
に

近
代
市
民
社
会
に
お
い
て
は
諸
個
人
間
に
お
い
て
普
遍
的
諸
関
係

が
成
立
し
普
遍
性
の
圏
域
が
形
成
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
「
（
市
民
社

会
は
－
筆
者
注
）
そ
れ
ま
で
の
内
で
最
も
発
展
し
た
社
会
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

（
こ
の
立
場
か
ら
み
て
普
遍
的
な
）
諸
関
係
の
時
代
な
の
で
あ

る
」
（
Ω
H
、
ω
。
竃
）
。
し
か
も
、
所
述
の
よ
う
に
思
考
物
な
い
し

カ
テ
ゴ
リ
ー
は
諸
個
人
間
の
関
係
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
・
普
遍
的
諸
関
係
は
普
遍
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
い
て
表
現
さ
れ

る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
普
遍
的
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
り
、
単
に
個

個
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
抽
象
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
摘
象
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
般
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

一
つ
の
間
題
性
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。
第
二
に
、
市
民
社
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

お
い
て
〔
普
遍
的
関
係
1
－
普
遍
的
抽
象
〕
が
成
立
す
る
過
程
は
同

時
に
、
「
種
々
の
形
態
の
社
会
的
諸
関
係
が
－
－
外
的
必
然
と
し

て
、
個
々
人
に
対
立
す
る
」
（
苧
掌
・
○
・
）
過
程
で
あ
り
、
関
係
の

自
立
化
過
程
で
も
あ
る
。
普
遍
的
諸
関
係
の
成
立
と
は
、
諸
個
人

か
ら
自
立
し
た
普
遍
性
の
領
域
の
形
成
を
意
味
し
て
お
り
、
同
時

に
普
遍
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
支
配
化
過
程
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
こ

う
し
て
、
「
社
会
的
関
係
が
諸
個
人
に
対
立
」
し
自
立
化
す
る
事

態
そ
れ
自
身
が
普
遍
的
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
諸
個

人
に
お
い
て
は
普
遍
的
抽
象
の
支
配
、
抽
象
の
普
遍
的
支
配
と
し

て
立
ち
現
れ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
に
近
代
市
民
社
会
に

お
い
て
諸
個
人
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
理
念
な
ど
の
諸
摘
象
を
介
し
て

他
者
と
関
係
を
取
り
結
ぱ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
「
恩
考
物
」
は
単
に
関
係
を
表
現
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
）

そ
れ
自
体
が
一
つ
の
機
能
的
意
義
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
諸
カ
テ

ゴ
リ
ー
、
諸
理
念
が
諸
個
人
を
繋
ぐ
媒
辞
と
な
る
の
で
あ
り
、
諸

個
人
は
「
恩
考
物
」
と
い
う
「
回
り
遭
」
（
d
自
一
一
、
、
。
O
q
）
を
し
て
他

者
と
係
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
思
考
物
は
、
現
実
の
具
体
的

な
諸
個
人
と
そ
の
多
様
な
諸
関
係
を
抽
象
化
し
て
表
現
し
、
同
時

に
そ
の
こ
と
で
ま
た
一
つ
の
普
遍
性
を
表
現
す
る
と
い
え
る
。
諸

個
人
は
い
っ
た
ん
恩
考
に
よ
っ
て
抽
象
化
”
普
遍
化
を
く
ぐ
り
抜

け
、
そ
の
上
で
他
者
と
一
定
の
関
係
を
結
び
合
う
の
で
あ
る
。
そ

282

●



（133）　マルクス経済挙批判の方法的前提について

の
と
き
こ
の
媒
介
物
た
る
思
考
物
・
カ
テ
ゴ
リ
i
は
包
摂
者
と
し

て
、
「
神
秘
的
な
諸
カ
」
を
持
ち
諸
個
人
の
意
識
を
支
配
す
る
に

至
る
。
マ
ル
ク
ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う

な
近
代
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
普
遍
的
自
立
化
と
そ
の
諸
個
人

に
対
す
る
支
配
を
批
判
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ

の
よ
う
な
一
般
的
批
判
が
要
講
さ
れ
た
の
は
、
客
観
的
事
態
そ
の

も
の
の
内
に
根
拠
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
理
念
（
昌
8
）
な
ど
思
考
物
は
近

代
市
民
社
会
に
お
い
て
単
に
人
間
の
諸
関
係
を
表
現
す
る
意
義
を

も
つ
だ
け
で
な
く
、
諸
個
人
の
媒
介
者
と
い
う
独
自
の
普
遍
的
機

能
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
市
民
社
会
へ
の
批
判
は

こ
の
よ
う
な
思
考
物
の
自
立
的
機
能
様
式
へ
の
批
判
と
し
て
展
開

さ
れ
る
こ
と
が
不
可
避
と
な
る
。
し
か
も
そ
の
思
考
物
は
市
民
社

会
的
圏
域
の
構
成
員
の
意
識
を
支
配
す
る
こ
と
で
そ
の
媒
介
機
能

を
果
た
す
の
だ
か
ら
、
思
考
物
批
判
と
は
恩
考
物
に
よ
っ
て
意
識

を
支
配
さ
れ
る
市
民
的
個
人
の
あ
り
方
へ
の
批
判
で
あ
る
と
同
時

に
自
己
を
思
考
物
に
よ
っ
て
媒
介
し
よ
う
と
す
る
市
氏
的
主
体
の

あ
り
方
へ
の
批
判
を
合
意
し
て
い
る
（
こ
の
点
は
次
節
参
照
）
。

こ
の
独
自
の
機
能
性
、
形
態
性
に
着
目
す
る
と
き
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
市
民
社
会
的
主
体
の
「
定
在
諸
形
態
（
b
P
置
巨
昌
冒
昌
）
」

（
Ω
、
・
ω
・
芦
）
と
己
、
冒
い
う
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
思
考
物
の
形
態
性

の
意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
近
代
市
民
社
会
批
判
の
理

論
構
築
の
不
可
欠
の
前
提
を
な
す
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ぱ
、

ブ
ル
ジ
目
ア
社
会
を
批
判
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
と
っ
て
、
初
発

に
お
い
て
最
初
の
蹟
き
の
石
と
な
る
の
が
、
こ
の
よ
う
な
近
代
に

お
け
る
思
考
物
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
独
特
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。

そ
の
扱
い
に
お
い
て
明
確
な
方
法
態
度
が
貫
か
れ
ず
に
は
、
市
民

社
会
に
対
す
る
学
的
な
批
判
は
完
遂
さ
れ
え
な
い
。
青
年
へ
ー
ゲ

ル
派
．
プ
ル
i
ド
ン
な
ど
と
の
論
争
に
お
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
そ

れ
ら
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
自
身
の
蹟
き
、
す
な
わ
ち
思
考
物
が
支
配
し

て
い
る
と
錨
視
せ
ざ
る
を
え
な
い
彼
ら
自
身
の
転
倒
性
を
そ
の
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

観
的
根
拠
と
必
然
性
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
で
論
駁
し
た
。
彼

ら
は
そ
れ
な
り
に
市
民
社
会
批
判
を
目
指
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

分
業
に
よ
る
関
係
の
自
立
化
↓
思
考
物
の
自
立
化
・
転
倒
意
識
の

発
生
と
い
う
客
観
的
な
事
態
、
思
考
物
が
諸
個
人
の
内
的
紐
帯
と

し
て
そ
の
意
識
を
支
配
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
態
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
「
す
べ
て
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
生
産
形
態
を
結

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

び
つ
．
け
て
い
る
紐
帯
を
彼
（
プ
ル
ー
ド
ン
）
は
把
握
し
て
い
な
い
」

（
ア
ン
ネ
ン
コ
フ
あ
て
の
マ
ル
ク
ス
の
手
紙
、
一
八
四
六
年
二
一

月
二
八
日
旨
勇
く
｝
q
、
♪
㎝
、
ω
竃
）
。
そ
の
縞
果
、
イ
デ
オ
ロ
ー
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グ
は
み
ず
か
ら
そ
の
ブ
ル
ジ
百
ア
的
転
倒
構
造
の
担
い
手
に
堕
し

て
い
く
。
「
プ
ル
ー
ド
ン
氏
は
、
ブ
ル
ジ
冒
ア
的
生
活
は
彼
に
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

て
永
逮
の
真
理
で
あ
る
、
と
直
接
に
暫
言
し
て
は
い
な
い
。
彼
。

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

は
ブ
ル
ジ
目
ア
的
諸
関
係
を
思
考
物
の
形
態
で
表
現
す
る
諸
カ
テ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

ゴ
リ
ー
を
神
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
そ
れ
童
言
う
の

、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

で
あ
る
」
（
里
・
顯
・
ρ
・
ω
・
㎞
睾
）
。
関
係
の
自
立
化
n
思
考
物
の

自
立
化
過
程
は
、
自
立
し
た
関
係
の
担
い
手
に
と
っ
て
は
無
意
識

的
、
白
然
発
生
的
過
程
で
あ
り
自
己
の
担
う
当
の
過
程
が
転
倒
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
で
き
な
い
。
そ
れ
ぱ
か
り
か
担
い
手
の
頭
脳
に

は
そ
の
過
程
を
反
映
し
た
転
倒
的
意
識
さ
え
生
じ
、
つ
い
に
は
自

ら
そ
れ
を
「
理
論
化
」
し
て
は
ぱ
か
ら
な
い
。
た
と
え
ぱ
ド
イ

ツ
一
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
は
「
一
連
の
人
格
・
…
－
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
」
を

「
歴
史
の
製
造
者
と
し
て
－
－
捉
え
」
「
”
概
念
・
の
代
表
者
、
生

産
者
…
－
こ
そ
が
昔
か
ら
歴
史
を
支
配
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
結

論
に
至
る
」
（
∪
二
ω
．
N
）
。
「
プ
ル
ー
ド
ン
氏
に
と
っ
て
は
、
…

諸
抽
象
、
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
第
一
原
因
な
の
で
あ
る
」
（
呂
向
考

｝
p
阜
・
ω
二
竃
｛
・
）
。
思
考
物
の
市
民
社
会
的
転
倒
に
対
す
る
無
批

判
性
は
転
倒
的
意
識
の
「
理
論
化
」
に
帰
着
せ
ざ
る
を
え
な
い
の

で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
関
係
の
自
立
化
と
い
う
客
観
的
な
転
倒
の

メ
ガ
ニ
ズ
ム
を
解
き
明
す
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
事
態
が
自
立
化

構
造
の
担
い
手
に
は
自
党
化
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
神
秘
化
さ
れ
る
と

い
う
倒
錯
を
あ
わ
せ
て
批
判
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
イ

デ
オ
ロ
ー
グ
と
の
論
争
を
介
し
て
マ
ル
ク
ス
は
単
に
彼
等
の
歴

史
・
社
会
論
の
観
念
論
的
本
質
を
暴
き
出
す
だ
け
で
な
く
、
む
し

ろ
、
観
念
的
な
思
考
物
が
彼
ら
の
意
識
を
支
配
し
て
し
ま
っ
て
い

る
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
お
け
る
当
の
事
態
そ
れ
自
身
が
関
係

の
自
立
化
の
帰
結
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
分
業
の
存
在
と
い
う
歴

史
的
諸
条
件
に
規
定
さ
れ
た
事
態
で
あ
る
こ
と
、
を
解
明
し
て
い

く
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
批
判
は
市
民
社
会
へ

の
構
造
的
批
判
と
重
ね
含
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
単
な
る
時
論
的
意

義
を
越
え
た
市
民
社
会
解
剖
の
戦
略
的
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
が
市
民
社
会
批
判
遂
行
に
あ
た
っ
て
方

法
上
第
一
に
直
面
し
た
課
題
は
関
係
の
自
立
化
の
批
判
で
あ
り
、

こ
れ
が
マ
ル
ク
ス
固
有
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
恩
考
物
批
判
の
レ
ベ
ル

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
最
終
的
に
は
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
批

判
へ
と
貫
徹
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
近
代
に
お

け
る
こ
の
よ
う
な
恩
考
物
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
般
の
あ
り
方
に
つ
い

て
の
批
判
的
了
解
な
く
し
て
は
近
代
に
お
け
る
経
済
的
思
考
物
．

経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
学
的
批
判
も
不
可
能
と
な
る
。
経
済
的
思

284
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考
物
も
思
考
物
で
あ
り
、
市
民
社
会
の
普
遍
的
転
倒
性
か
ら
免
が

れ
う
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
i
一
般
が
諸
個
人

の
関
係
を
表
現
す
る
よ
う
に
、
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
諸
個
人
の

経
済
的
関
係
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は
経

済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
般
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

が
同
時
に
ま
た
経
済
的
関
係
が
質
料
転
換
（
物
的
代
謝
）
と
い
う

契
機
を
不
分
離
に
随
伴
す
る
関
係
と
し
て
関
係
一
般
に
解
消
さ
れ

な
い
よ
う
に
、
経
済
的
関
係
の
表
現
で
あ
る
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

は
質
料
的
モ
メ
ン
ト
を
不
分
離
に
伴
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
定
義
し
う

る
。
こ
の
点
こ
そ
、
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
他
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

は
決
定
的
に
区
別
さ
れ
る
点
で
あ
り
、
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
独

特
の
存
在
様
式
を
も
つ
点
で
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
単
に
関
係
の

自
立
化
構
造
の
批
判
に
は
還
元
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
近
代
に
お

け
る
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
存
在
構
造
の
解
明
と
い
う
独
自
の
課

題
が
生
じ
て
く
る
。
マ
ル
ク
ス
の
「
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
」

と
は
ま
さ
に
か
か
る
課
題
に
応
え
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
が
、

次
節
で
は
な
お
そ
の
ま
え
に
関
係
の
自
立
化
構
造
の
も
う
一
つ
の

重
要
な
側
面
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
三
節
　
マ
ル
ク
ス
の

「
自
己
関
係
」
概
念

　
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
立
化
は
、
同
時
化
他
方
で
「
自
己
関
係
」
の

自
立
化
と
い
、
つ
事
態
を
相
即
的
に
伴
っ
て
い
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

自
立
化
は
諸
個
人
に
お
け
る
「
自
己
関
係
」
と
い
う
契
機
を
不
可

分
の
媒
介
と
し
て
の
み
可
能
と
な
る
固
有
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
「
自
己
関
係
」
概
念
は
マ
ル
ク
ス
の
諸
文
献
に
散
見
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
決
し
て
詳
説
さ
れ
て
は
い
ず
、
そ
の
た
め
従
来

十
分
に
注
目
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
概
念
は
マ
　
．

ル
ク
ス
の
理
論
構
想
を
背
後
か
ら
支
え
る
基
本
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ

り
、
こ
の
概
念
の
把
握
な
し
に
マ
ル
ク
ス
の
方
法
の
正
確
な
理
解

は
不
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
。
マ
ル
ク
ス
は
「
自
己
関
係
」
が
商

品
関
係
の
展
開
と
共
に
独
立
化
し
て
い
く
過
程
を
述
べ
る
。
「
ル

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

間
は
歴
史
的
過
程
を
通
じ
て
は
じ
め
て
個
別
化
さ
れ
る
。
：
：
：
卯

、
　
、
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

換
自
体
は
こ
の
個
別
化
の
主
要
な
一
手
段
で
あ
る
。
交
換
は
群
屠

生
活
を
無
用
化
し
そ
れ
を
解
体
す
る
。
し
か
し
、
ル
肝
か
使
趾
俗

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
単
に
自
己
だ
け
に
の
み
関
係
す
る
（
ω
一
争

四
自
二
峯
σ
置
島
彗
）
ど
い
デ
ガ
ヅ
い
夢
齢
か
一
恐
か
が
ど
・
価

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

別
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
自
己
を
描
定
す
る
た
め
の
手
段
は
人
断

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
自
己
普
遍
化
活
動
、
自
己
共
同
化
活
動
（
蜆
一
争
≧
一
晶
①
昌
9
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

、
目
目
P
Ω
①
昌
O
ぎ
昌
顯
。
ブ
彗
）
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
」
（
Ω
『
。
ω
■

s
竃
・
）
。
こ
こ
に
は
、
商
品
関
係
に
よ
る
本
源
的
な
諸
共
同
体
の
　
脇
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解
体
と
共
に
自
己
関
係
が
自
立
化
し
て
く
る
こ
と
が
明
瞭
に
描
か

れ
て
い
る
。
商
品
関
係
の
展
開
は
そ
の
関
係
そ
れ
自
体
を
必
然
的

に
貨
幣
に
緒
晶
化
さ
せ
て
い
く
過
程
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
自
己
関

係
の
自
立
化
過
程
は
、
同
時
に
他
方
で
諸
個
人
の
関
係
そ
れ
自
体

が
自
立
化
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
も
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
そ
の
過
穆
は
諸
個
人
が
独
立
し
た
個
人

へ
と
「
個
別
化
さ
れ
る
」
過
程
で
も
あ
り
、
「
個
別
化
さ
れ
た
．
も

の
」
と
し
て
諸
個
人
は
か
か
る
「
自
己
関
係
」
を
媒
介
と
し
て

「
自
己
共
同
化
・
自
己
普
遍
化
」
し
て
い
く
も
の
と
把
握
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
一
の
事
態
が
逆
に
関
係
の
自
立
化
の
局
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

か
ら
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。
「
一
八
世
紀
に
”
市
民
社
会
・

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、

で
は
じ
め
て
、
種
々
の
社
会
的
関
連
は
・
外
的
必
然
と
し
て
、
個

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、

個
人
に
対
立
す
る
よ
う
に
な
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
立
揚
、
個

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

別
化
さ
れ
た
個
々
人
の
立
場
を
生
み
だ
す
時
代
こ
そ
、
ま
さ
に
そ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

れ
ま
で
の
う
ち
で
最
も
発
展
し
た
社
会
的
な
（
こ
の
立
場
か
ら
み

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

て
普
遍
的
な
）
諸
関
係
の
時
代
な
の
で
あ
る
」
（
○
、
・
ω
一
S
）
。
一

方
で
の
「
個
別
化
さ
れ
た
個
人
」
の
登
場
は
、
他
方
で
、
諸
個
人

に
対
立
し
た
社
会
的
諸
関
係
の
成
立
、
普
遍
性
の
圏
域
の
形
成
を

前
提
と
し
て
お
り
、
両
者
の
確
立
は
不
可
分
離
の
も
の
と
把
握
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
先
程
み
た
よ
う
に
「
個
別
化
さ
れ
た
個

人
L
の
出
現
は
「
自
己
関
係
」
の
自
立
化
を
同
時
に
含
意
し
て
い

た
の
だ
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
も
一
方
で
の
社
会
的
諸
関
係
の
自
立

化
と
他
方
で
の
「
自
己
関
係
」
の
自
立
化
は
、
相
即
的
な
同
一
の

事
態
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
相
対
的
に
独
立
し
た
契
機
を
表
現
す
る

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
と
こ
ろ
で
、
前
節
で
み
た
よ
う
に
関
係
そ
れ
自
体
は
カ
テ
ゴ
リ

ー
・
思
考
物
な
ど
で
観
念
的
に
（
δ
窒
一
）
表
現
さ
れ
、
諸
個
人
の

頭
脳
に
反
映
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
自
己
関
係
」
と
は
、

関
係
そ
れ
自
体
即
ち
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
理
念
な
ど
の
思
考
物
に
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皇

を
関
係
づ
け
る
こ
と
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
、

自
己
関
係
と
理
念
と
の
密
接
な
関
連
に
つ
い
て
、
マ
ル
ク
ス
は
青

年
へ
ー
ゲ
ル
派
を
批
判
し
な
が
ら
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え

て
い
る
。
「
哲
学
者
た
ち
に
と
っ
て
の
関
係
H
理
念
。
彼
ら
は

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

”
人
間
。
の
自
己
自
身
へ
の
関
係
（
3
叩
く
①
、
墨
篶
、
、
オ
ま
㎝
二
呂
竃
．

眈
暮
昌
＝
昌
ω
一
g
ω
o
冒
6
し
か
知
ら
な
い
の
で
あ
ら
ゆ
る
現
実

的
諸
関
係
が
、
彼
ら
に
あ
っ
て
は
諸
理
念
に
な
る
」
（
b
・
ω
・

ご
o
・
旨
向
峯
ヵ
o
・
p
o
o
・
3
）
。
こ
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
「
哲
学
者

た
ち
」
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
が
「
自
己
自
身
に
対
す
る
関
係
し
か
知
ら

な
い
」
た
め
に
、
婁
言
す
れ
ぱ
「
現
実
的
諸
関
係
」
と
「
自
己
関

係
」
と
を
区
別
で
き
な
い
が
た
め
に
、
自
己
関
係
す
る
こ
と
を

286
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も
っ
て
現
実
に
関
係
す
る
こ
と
と
錯
視
し
、
そ
の
結
果
「
現
実
的

諸
関
係
が
彼
ら
に
あ
つ
て
は
諸
理
念
に
な
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
批
判
論
理
の
背
後
に
は
、
現
実
の
関
係
を
自
己
関
係

に
還
元
す
る
こ
と
と
、
現
実
の
関
係
を
理
念
に
還
元
す
る
こ
と
と

を
、
同
一
の
事
柄
で
あ
る
と
す
る
理
解
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
後
者
は
関
係
の
自
立
化
の
帰
結
で
あ
る
理
念
の
自
立
化
、

諸
個
人
の
意
識
に
お
け
る
理
念
の
支
配
と
い
う
前
述
の
事
態
を
指

し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
前
者
は
現
実
的
関
係
か
ら
の
自
己
関

係
の
自
立
化
と
し
て
捉
え
う
る
。
こ
の
注
釈
の
中
に
、
理
念
の
自

立
化
は
他
方
で
相
補
的
な
契
機
と
し
て
自
己
関
係
の
自
立
化
を
前

提
と
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
際
．
「
私
の
環
境
に
対
す
る
私
の
断
鮒
が
私
の
齢
諭
で
あ

る
」
（
U
。
ω
。
N
O
。
一
峯
向
峯
お
O
、
ぎ
ω
、
曽
）
と
い
う
命
題
を
想

起
す
る
な
ら
ぱ
、
「
自
己
関
係
」
と
は
、
「
自
己
意
識
」
を
意
味
す

る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
諸
個
人
か
ら
関
係
が
自
立
化
し
、
思
考

物
が
支
配
す
る
近
代
市
民
社
会
に
お
い
て
、
諸
個
人
は
自
己
意
識

的
な
あ
り
方
を
介
し
て
、
諸
理
念
、
諸
カ
テ
ゴ
リ
i
に
自
己
を
関

係
づ
け
、
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
自
立
化
し
た
諸
関
係
を
担
っ
て
い

く
の
で
あ
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
等
の
諸
思
考
物
は
諸
個
人
か
ら
は
相

対
的
に
独
立
し
て
、
一
つ
の
自
立
し
た
共
同
性
、
普
遍
性
と
し
て

存
立
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ
こ
へ
自
己
を
関
係
づ
け
る
こ
と
を
マ

ル
ク
ス
は
「
自
己
普
遍
化
」
、
「
自
己
共
同
化
」
と
呼
ぷ
の
で
あ
る
。

自
己
意
識
の
独
立
化
は
、
こ
の
よ
う
な
一
連
な
り
の
事
態
を
包
蔵

し
て
い
る
。
自
己
意
識
を
媒
介
と
し
て
自
己
を
普
遍
化
し
て
ゆ
く

諸
個
人
の
あ
り
方
、
こ
こ
に
マ
ル
ク
ス
の
近
代
的
人
格
把
握
の
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
）

本
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
・
カ
テ
ゴ
リ
ー
・

理
念
な
ど
の
思
考
物
と
自
己
意
識
と
は
相
互
制
約
的
な
連
関
の
内

に
あ
る
。
前
者
が
諸
個
人
か
ら
区
別
さ
れ
た
自
立
化
し
た
関
係
の

客
観
的
契
機
と
す
れ
ぱ
、
後
者
は
そ
れ
を
担
う
際
の
諸
個
人
の
主

観
的
契
機
と
捉
え
返
す
こ
と
が
で
き
る
。
自
立
化
し
た
関
係
は
、

実
在
化
す
る
た
め
に
は
諸
個
人
に
よ
っ
て
担
わ
れ
ね
ぱ
な
ら
ず
・

そ
の
担
い
手
た
る
諸
個
人
に
よ
る
自
立
化
し
た
関
係
の
担
い
方
が
・

自
己
関
係
な
の
で
あ
る
。
嚢
面
か
ら
い
え
ぱ
、
理
念
な
ど
の
思
考

物
は
自
己
関
係
に
介
在
さ
れ
て
実
在
化
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ

れ
を
通
じ
て
諸
個
人
の
意
識
を
支
配
し
て
い
く
。
関
係
の
自
立
化

し
て
い
く
構
造
は
こ
の
よ
う
な
諸
契
機
の
論
理
的
関
連
に
お
い
て

把
握
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
批
判
的
に
解
明
し
た
点
こ
そ
マ
ル
ク

ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
の
中
心
点
で
あ
り
、
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
分
析
も
こ
の
こ
と
の
理
解
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
る
。
た
と
え
ぱ
、

商
品
と
貨
幣
の
概
念
的
把
握
は
、
価
値
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
　
柳
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特
質
と
自
己
関
係
的
契
機
の
特
質
と
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
は
じ
め
て
な
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
（
第
五
節
で
詳

述
す
る
。
）第

四
節
　
関
係
の
白
立
化
と
物
化

　
近
代
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
立
化
と
い
う
転
倒
的
事
態
は
、

経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
立
化
に
お
い
て
一
段
と
神
秘
化
の
度
を

深
め
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
引
用
し
た
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
、
近
代

に
お
け
る
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
特
徴
を
「
客
観
（
客
体
）
的
思

考
物
諸
形
態
（
〇
一
〕
せ
き
き
Ω
＆
彗
雰
ま
O
H
昌
O
目
）
」
と
規
定
す
る
。

「
思
考
物
（
O
＆
彗
岸
竃
）
」
と
マ
ル
ク
ス
が
い
う
と
き
、
既
述
の

よ
う
な
近
代
に
お
け
る
思
考
物
の
独
特
の
形
態
－
自
立
的
な
あ

り
方
．
1
へ
の
批
判
的
な
認
識
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に

多
言
を
要
さ
な
い
。
間
題
は
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
独
自
的
質
で

あ
る
。
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
ま
た
恩
考
物
の
自
立
的
形
態
の
一

つ
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
レ
ベ
ル
で
の
問
題
に
加
え
て
、
そ
の
特

殊
的
性
格
は
o
亘
昆
庄
く
と
い
う
規
定
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
は
〇
一
ど
算
庄
く
と
い
う
語
に
二
重
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

を
付
与
す
る
。
第
一
に
生
産
関
係
が
諸
個
人
か
ら
は
自
立
的
に
客

歓
脚
p
存
立
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
。
第
二
に
、
そ
の
自
立
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
た
関
係
が
物
と
し
て
客
体
的
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
。

す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
恩
考
物
と
い
う
観
念
的
な
も
の
が
実
在
的
な

物
と
い
う
形
態
で
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
恩
考
物
と
客
体
的

な
物
と
の
一
体
性
は
「
Ω
＆
彗
ぎ
自
2
温
」
（
肉
、
o
、
閉
一
。
＞
．
ω
。

ミ
）
と
い
う
語
に
お
い
て
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
物
化
な
い
し

　
＾
∬
〕

物
象
化
と
は
か
か
る
事
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
近
代
に

お
け
る
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
特
有
の
存
在
形
態
で
あ
り
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
客
体
的
な
物
と
し
て
存
在
す
る
形
態
な
の
で
あ
る
。
近
代

に
お
い
て
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
自
立
化
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ

る
と
共
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
物
化
で
り
、
こ
こ
か
ら
二
重
の
転
倒
性

を
合
わ
せ
持
つ
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

　
ま
ず
第
一
に
物
象
化
は
そ
の
背
後
に
自
立
化
し
た
関
係
の
表
現

で
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
支
配
、
「
抽
象
の
支
配
」
（
Ω
、
。
u
O
．
8
）

を
内
包
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
説
的
解
釈
で
言
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
物
象
化
と
は
た
ん
に
関
係
が
物
と
し
て
存
在
し
て
い
る

と
い
う
よ
う
な
単
純
な
事
態
で
は
な
い
。
諸
個
人
か
ら
関
係
が
思

考
物
と
し
て
自
立
化
し
つ
つ
、
か
つ
そ
れ
が
物
と
し
て
存
在
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
物
象
化
と
い
う
事
態
の
内
に
諸
個
人
の
関
係
が

伏
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
物
象
化
構
造
の
解
明
と
称
す
る
こ

・
8
82
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と
は
皮
相
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
で
は
む
し
ろ
反
対
に
対
質
さ
れ

た
関
係
そ
の
も
の
の
持
つ
問
趣
性
が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
。
物
象

化
構
造
究
明
の
核
心
は
、
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
関
係
が
諸
個
人
か
ら

自
立
し
て
い
る
関
係
で
あ
り
、
思
考
物
と
い
う
形
態
で
諸
個
人
と

は
独
立
に
存
在
し
、
か
つ
自
已
関
係
的
契
機
を
伴
う
独
特
の
構
造

を
有
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
は
抽
象
作
用
・
思
考
を
介
す
る
こ
と

で
諸
個
人
の
意
識
を
支
配
す
る
こ
と
、
こ
れ
ら
の
転
倒
性
を
認
識

す
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
ま
た
そ
の
点
に
こ
そ
困
難
も
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
ば
人
々
は
既
に
日
々
こ
の
よ
う
な
抽
象
を
行
っ
て
お
り
・

そ
れ
は
無
意
識
的
本
能
的
な
作
用
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
人
間
は
、
彼
ら
の
藷
生
産
物
を
相
互
に
諸
商
品
と
し
て
関
係
さ

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

せ
る
た
め
に
は
、
彼
ら
の
い
ろ
い
ろ
に
違
っ
た
労
働
を
抽
象
的
な

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

人
間
労
働
に
等
置
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
れ

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

を
知
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
は
質
料
的
な
物
を
抽
象
物

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

た
る
価
値
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
行
う
の
で
あ
る
。

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

こ
れ
こ
そ
は
、
彼
ら
の
頭
脳
の
自
然
発
生
的
な
、
し
た
が
っ
て
ま

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

た
無
意
識
的
な
本
能
的
な
作
用
な
の
で
あ
る
」
（
－
（
・
①
尋
Φ
＞
・

ω
■
ω
o
。
）
。
ブ
ル
ジ
目
ア
的
恩
考
形
態
は
「
既
に
社
会
的
生
活
の
自

然
形
態
の
固
定
性
」
（
戸
一
ω
■
8
）
と
し
て
日
常
的
習
慣
と

な
っ
て
人
々
の
意
識
を
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
物
象
化
の
第
二
の
転
倒
性
は
、
不
可
視
的
な
も
の
と
し

て
諸
個
人
か
ら
自
立
的
に
存
立
し
て
い
る
思
考
物
が
再
ぴ
抽
象
を

介
さ
な
い
可
視
的
で
直
接
的
な
物
と
し
て
存
在
し
現
象
し
て
く
る

点
に
あ
る
。
関
係
の
自
立
化
と
い
う
事
態
は
所
述
の
よ
う
に
本
来

は
諸
個
人
の
意
識
に
お
い
て
抽
象
の
支
配
と
し
て
の
み
現
象
し
て

く
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
物
化
と
い
う
再
転
倒
的
事
態
に
よ
っ
て

感
性
的
な
物
と
し
て
存
在
し
、
現
象
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
特
有
の
局
面
が
存
す
る
。
「
価
値
関
係
お

よ
び
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
価
値
表
現
の
中
で
は
、
抽
象
的
普
遍

的
な
も
の
が
具
体
的
な
も
の
の
、
感
覚
的
現
実
的
な
も
の
の
属
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
感
覚
的
異
体
的
な
も

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

の
が
抽
象
的
普
遍
的
な
も
の
の
単
な
る
現
象
形
態
ま
た
は
規
定
さ

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
た
実
現
形
態
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
（
戸
Φ
冨
註
戸

ω
・
ミ
ー
）
。
思
考
物
の
自
立
的
存
立
と
い
う
転
倒
が
あ
ら
わ
に
示
さ

れ
ず
に
、
か
え
っ
て
物
的
に
覆
い
隠
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が

第
二
の
転
倒
で
あ
る
。
第
一
の
転
倒
性
の
独
自
の
深
刻
な
意
味
が

把
握
さ
れ
て
は
じ
め
て
物
象
化
の
意
味
も
了
解
さ
れ
う
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
筆
者
の
解
釈
は
決
し
て
悉
意
的
な
も
の
で
は
な

く
マ
ル
ク
ス
自
身
の
言
明
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
「
人
格
的
依
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

関
係
と
の
対
立
に
お
け
る
物
的
依
存
関
係
は
…
：
・
い
ま
や
抽
象
に

289
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、
　
－
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
も
現
れ
る
。
だ
が
抽
象
ま
た

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

は
理
念
は
個
人
の
上
に
立
つ
支
配
者
た
る
か
の
物
的
依
存
関
係
の

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

理
論
的
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
L
（
Ω
『
・
ω
・
8
｛
・
）
。
こ
こ
で
マ
ル

ク
ス
は
物
化
が
同
時
に
理
念
な
い
し
抽
象
の
支
配
を
伴
う
こ
と
を

明
瞭
に
述
べ
て
お
り
、
筆
者
の
立
論
の
正
し
さ
を
裏
付
け
る
も
の

で
あ
る
。

　
明
確
に
さ
れ
る
べ
き
点
は
、
い
っ
た
い
物
象
化
と
は
何
を
ど
の

よ
う
に
隠
す
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
個
値
は
物

化
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
は
物
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

商
品
交
換
に
お
い
て
諸
個
人
は
物
を
媒
介
と
し
て
他
者
と
関
係
し

合
う
。
現
象
の
最
表
層
で
は
、
物
が
諸
個
人
を
媒
介
す
る
も
の
と

し
て
現
れ
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
価
値
は
、
価

値
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
い
シ
思
考
物
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
諸
個
人

は
商
品
交
換
に
お
い
て
無
意
識
的
で
は
あ
れ
、
価
値
抽
象
を
介
し

て
他
者
と
関
係
し
あ
づ
て
い
る
。
価
値
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
諸

個
人
を
媒
介
す
る
内
的
紐
帯
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
こ
の
価
値
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
立
的
存
立
－
紐
帯
的
性
格
は
物

化
す
る
こ
と
で
可
視
的
な
物
の
自
立
的
存
在
の
背
後
に
隠
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
思
考
物
が
自
立
化
し
て
諸
個
人
を
繋
ぐ
観
念
的
な

媒
介
者
と
し
て
存
立
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
固
有
の

位
相
は
決
し
て
明
確
に
は
表
示
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
っ
ま
り
、

物
化
が
隠
蔽
す
る
当
の
事
態
と
は
、
関
係
が
自
立
化
し
恩
考
物
が

諸
個
人
を
結
ぶ
媒
辞
と
な
っ
て
い
る
事
態
な
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

そ
れ
が
隠
蔽
さ
れ
て
く
る
の
は
思
考
物
の
自
立
的
存
立
が
不
可
視

的
で
あ
り
、
可
視
的
な
物
の
の
み
が
現
出
し
て
く
る
点
に
あ
る
と

い
え
る
。
こ
の
点
を
解
明
す
る
こ
と
こ
そ
、
物
象
化
構
造
分
析
の

核
心
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
物
象
化
と
い
う
事
態
が
生
ず

る
の
は
、
一
方
で
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
身
の
も
つ
特
質
（
質
料

的
契
機
の
存
在
）
と
他
方
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
立
化
と
い
う
事
態

の
特
質
（
不
可
視
的
性
格
）
が
合
体
す
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
両

者
が
合
体
す
る
の
は
近
代
に
お
い
て
社
会
的
質
料
代
謝
の
成
立
と

社
会
的
諸
関
係
の
自
立
化
が
同
時
的
過
程
で
あ
っ
た
こ
と
に
根
拠

を
も
つ
。
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
転
倒
を
再
転
倒
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
転
倒
そ
の
も
の
を
表
面
的
に
理
解
さ
せ
る
必
然
性
を
自
身

の
あ
り
方
の
内
に
も
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ

i
の
特
殊
性
、
物
象
化
固
有
の
隠
蔽
的
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
般
的
あ
り
方
が
そ
れ
自
体
と
し
て
問

題
と
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

第
五
節
　
商
品
・
貨
幣
の
物
象
化
構
造
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こ
の
よ
う
に
、
物
象
化
と
は
自
立
化
し
た
関
係
の
物
象
化
で
あ

る
。
こ
こ
か
ら
、
物
象
化
構
造
の
把
握
は
関
係
の
自
立
化
稚
造
に

基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
重
要
な
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
貨
幣
、
資
本
な
ど
の
物
象
化
諸
形
態
の
背
後

に
は
自
立
化
し
た
関
係
の
構
造
的
な
諸
契
機
が
存
在
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
に
即
し
て
跡
づ
け
て
い

く
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
、
商

晶
．
貨
幣
論
レ
ベ
ル
に
と
り
あ
え
ず
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
と

し
た
い
。
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
の
商
品
の
物
神
性
を
論
じ
て

い
く
箇
所
で
諸
個
人
の
関
係
が
二
つ
の
モ
メ
ン
ト
を
も
つ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

確
認
す
る
。
「
第
一
に
彼
ら
の
関
係
は
実
際
に
存
在
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
か
し
、
彼
ら
は
人
間
な
の
だ
か
ら
彼
ら
の
関
係
は
彼
ら
に
と
っ

、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

て
の
関
係
と
し
て
存
在
し
て
い
る
（
旨
『
く
胃
霊
－
旨
一
ω
巴
ω
く
實
－

豪
岸
邑
ω
｛
旨
釜
ま
）
。
そ
れ
が
彼
ら
に
と
っ
て
（
嘗
『
ω
一
①
）
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

し
て
い
る
仕
方
、
言
い
換
え
れ
ぱ
そ
れ
が
彼
ら
の
頭
脳
の
中
で
自

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

己
反
省
し
て
い
る
（
餉
一
3
篶
ま
ζ
茸
昌
）
仕
方
は
、
こ
の
関
係

そ
の
も
の
の
性
質
か
ら
生
ず
る
」
（
H
（
．
①
冨
ま
＞
二
ω
ω
O
。
）
。
こ

の
二
つ
の
契
機
は
先
に
考
察
し
た
関
係
行
為
す
る
諸
個
人
と
は
区

別
さ
れ
た
関
係
そ
れ
自
体
の
契
機
と
自
己
関
係
の
契
機
に
対
応
す

る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
二
契
機
を
区
別
す
る
こ
と
で

商
品
と
貨
幣
の
物
象
と
し
て
の
独
自
の
位
相
を
確
定
す
る
た
め
の

基
本
視
点
を
与
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
商
品
と
貨
幣
は
物
象
と
い

う
転
倒
的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
両
契
機
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
。
貨
幣
は
自
立
化
し
た
関
係
そ
れ
自
体
、
つ
ま
り
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
物
化
し
て
い
る
極
で
あ
り
、
商
品
は
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
白
己

を
関
係
づ
け
る
契
機
の
物
化
の
極
で
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、

商
品
関
係
と
い
う
自
立
化
し
た
関
係
そ
れ
自
体
で
あ
る
価
値
と
い

う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
表
現
さ
れ
、
諸
個
人
は
無
意
識
で
は
あ
る
が

「
価
値
抽
象
」
を
介
し
て
他
者
と
関
係
し
商
品
交
換
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
（
第
一
の
転
倒
）
。
と
こ
ろ
が
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
は
一

定
の
物
と
不
可
分
に
一
体
化
し
、
物
化
し
て
存
在
し
て
お
り
、
価

値
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
直
接
手
に
取
る
こ
と
の
で
き
る
物
と
し
て
現
象

し
て
い
る
（
第
二
の
転
倒
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
商
品
は
自
立
化

し
た
自
己
関
係
の
物
化
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
貨
幣
に
自
己
が
関

係
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自
己
関
係
が
自
立
的
に
存
立
し
て
い
る

（
第
一
の
転
倒
）
。
そ
し
て
そ
の
貨
幣
へ
の
自
己
の
関
係
づ
け
が

「
価
格
」
と
し
て
物
に
付
着
し
て
存
在
し
て
い
る
。
貨
幣
と
い
う

他
の
物
の
一
定
量
が
自
己
内
反
映
し
て
い
る
物
が
商
品
な
の
で
あ

る
。
一
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
へ
自
己
を
関
係
づ
け
る
と
い
う
観
念
的

な
契
機
が
、
物
化
し
て
存
在
し
て
い
る
（
第
二
の
転
倒
）
。
自
立
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化
し
た
関
係
そ
れ
自
体
を
表
現
す
る
極
が
「
等
価
物
」
で
あ
り
、

そ
れ
が
「
客
観
的
な
固
定
性
と
一
般
的
な
社
会
的
妥
当
性
」
（
串
。

凹
、
O
■
一
ω
一
轟
N
）
を
得
る
と
き
「
一
般
的
等
価
物
」
と
し
て
貨
幣

で
あ
る
。
他
方
、
関
係
そ
れ
自
体
へ
と
自
己
関
係
す
る
極
が
「
相

対
的
個
値
形
態
」
で
あ
り
、
貨
幣
形
態
に
対
応
す
る
の
が
「
価
楕

形
態
」
と
い
え
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
の

構
想
に
お
い
て
、
関
係
の
自
立
化
構
造
と
い
う
固
有
の
レ
ベ
ル
は

決
し
て
直
接
的
に
は
叙
述
さ
れ
ず
、
そ
れ
自
身
物
化
す
る
こ
と
で

隠
さ
れ
る
と
い
う
現
実
の
裏
態
に
即
応
し
て
、
隠
蔽
さ
れ
た
形
態

で
の
み
叙
述
も
進
め
ら
れ
て
い
く
点
で
あ
る
。
一
方
で
自
立
化
し

て
い
た
関
係
が
物
と
し
て
存
在
し
現
象
す
る
限
り
、
他
方
で
自
己

関
係
す
る
契
機
も
物
と
し
て
の
み
自
立
的
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
マ
ル
ク
ス
は
自
己
関
係
の
極
の
物
化
た
る
「
商
品
」
の

極
と
関
係
そ
れ
自
体
の
物
化
た
る
等
価
物
の
位
置
を
占
め
る
「
他

の
商
品
」
の
極
と
の
相
互
前
提
的
関
連
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

る
。
「
ど
ん
な
商
品
も
、
等
価
物
と
し
て
の
自
己
自
身
に
関
係
す

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
…
・
－
商
品
は
自
己
を
等
価
物
と

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
て
の
他
の
商
品
に
関
係
さ
せ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

（
－
｛
」
一
ω
。
）
）
。
価
値
は
、
前
述
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
般
に

は
解
消
さ
れ
え
ず
、
質
料
代
謝
を
伴
う
経
済
的
関
係
の
表
現
と
し

て
独
自
の
契
機
を
持
つ
。
一
面
で
は
特
定
の
関
係
の
表
現
と
し
て

「
価
値
抽
象
」
と
し
て
の
み
確
定
さ
れ
る
が
、
他
面
で
は
そ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
物
（
質
料
）
の
内
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
価

値
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
こ
の
よ
う
に
自
立
化
し
た
関
係
の
契
機
（
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
帖
）

態
）
と
物
と
い
う
契
機
（
質
料
）
の
統
一
に
お
い
て
捉
え
う
る
。

こ
の
と
き
自
立
化
し
た
関
係
の
二
つ
の
契
機
（
形
態
の
二
契
機
）
、

恩
考
物
の
契
機
と
自
己
関
係
の
契
機
は
、
両
者
と
も
観
念
的
性
楕

を
も
ち
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
物
（
質
料
）
と
統
一
し
て
自
立
的
に
存
在

す
る
。
し
か
し
、
各
々
の
物
化
の
仕
方
、
物
と
の
統
一
の
仕
方
は

同
一
で
は
な
い
。
思
考
物
の
自
立
的
存
立
を
表
現
す
る
貨
幣
で
は
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
と
物
と
が
直
接
に
一
体
化
し
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
可
視
的

に
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
商
品
で
は
自
己
を
貨
幣
に
関
係

づ
け
る
と
い
う
観
念
的
性
格
が
価
格
と
し
て
保
持
さ
れ
た
ま
ま
、

商
品
そ
れ
だ
け
で
み
れ
ば
そ
の
商
品
の
現
物
形
態
、
感
覚
的
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
7
〕

と
は
違
っ
た
も
の
と
し
て
付
着
し
て
い
る
。

　
思
考
物
と
自
己
関
係
の
二
契
機
は
、
物
象
化
に
よ
っ
て
隠
蔽
さ

れ
つ
つ
も
関
係
の
自
立
化
構
造
の
基
本
契
機
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス

の
叙
述
も
こ
の
枠
組
み
に
根
本
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二

契
機
の
区
別
と
関
連
の
分
析
課
題
は
『
資
本
論
』
で
の
「
価
値
形

態
」
論
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
筆
者
は
新
た
に
こ
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の
二
契
機
を
指
摘
す
る
こ
と
に
カ
点
を
置
い
て
き
た
の
で
、
マ
ル

ク
ス
の
叙
述
そ
の
も
の
と
は
逆
の
順
序
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

「
価
値
形
態
」
論
に
先
行
す
る
「
価
値
実
体
」
論
の
課
題
は
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
自
立
し
て
物
と
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
の
分
析
に
あ
る
。

そ
れ
は
物
に
よ
っ
て
隠
さ
れ
て
い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
自
立
的
存
立

を
摘
出
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
観
念
的
で
あ
り

な
が
ら
物
と
い
う
実
在
的
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
事
態
を

確
定
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
「
価
値
形
態
」
論
の
独
自
の
課
題
は
、

そ
の
自
立
化
し
物
化
し
て
い
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
、
同
時
に
自
立
化

し
物
化
し
な
が
ら
そ
れ
に
自
己
を
関
係
づ
け
る
契
機
と
を
区
別
し

つ
つ
、
両
者
の
関
連
構
造
を
分
析
す
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
蝸
〕

の
課
題
こ
そ
商
品
論
の
論
理
的
骨
椿
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
価
値
の
実
体
規
定
に
お
い
て
は
、
価
値
と
い
う
社
会
的
関
係
が

物
の
内
に
存
在
し
て
い
る
点
が
分
析
さ
れ
、
自
己
関
係
の
契
機
は

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

捨
象
さ
れ
る
。
関
係
そ
れ
自
体
が
そ
れ
だ
け
で
「
孤
立
的
に
」

（
－
（
．
H
一
ω
．
ご
）
考
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
核
心
は
、
物
の

内
に
お
け
る
関
係
そ
れ
自
体
つ
ま
り
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
抽
出
が
、
価

値
実
体
た
る
抽
象
的
人
間
労
働
の
確
定
に
帰
結
す
る
、
そ
の
論
理

を
明
確
化
す
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
関
係
そ
れ
自
体
は
思
考

に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
物
化
す
る
と
い
う
固
有
の
事
態
の
た
め
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

抽
出
は
同
時
に
そ
れ
と
一
体
化
し
て
い
る
一
定
の
物
の
抽
象
化
を

伴
う
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
具
体
的
な
物
の
感
覚
的

性
状
・
使
用
価
値
を
捨
象
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
「
商
品

体
に
残
る
の
は
単
に
労
働
生
産
物
と
い
う
属
性
だ
け
で
あ
る
。
」

（
穴
．
H
一
ω
■
竃
）
そ
し
て
さ
ら
に
、
労
働
生
産
物
の
有
用
性
の
捨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

象
は
、
同
時
に
労
働
の
有
用
性
の
捨
象
で
も
あ
る
。
「
労
働
生
産

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

物
の
有
用
性
と
共
に
・
…
－
労
働
の
有
用
性
は
消
失
し
・
：
…
抽
象
的

人
間
労
働
に
還
元
さ
れ
る
」
（
p
、
里
、
9
）
。
こ
う
し
て
、
物
と
一

体
化
し
た
関
係
そ
れ
自
体
1
1
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
抽
出
（
価
値
抽
象
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

は
抽
象
的
人
間
労
働
の
確
認
に
帰
結
す
る
の
で
あ
る
。
他
面
か
ら

み
れ
ば
、
こ
の
分
析
は
「
抽
象
的
対
象
性
」
の
分
析
と
も
い
え
る
。

「
そ
れ
自
身
抽
象
的
で
あ
っ
て
そ
れ
以
外
の
質
も
内
容
も
な
い
人

間
労
働
の
対
象
性
は
必
然
的
に
抽
象
的
な
対
象
性
で
も
あ
り
、
一

つ
の
思
考
物
（
Ω
＆
彗
ぎ
冒
9
奏
）
で
あ
る
」
（
声
①
冨
富
＞
二
ω
、

ミ
）
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
内
属
す
る
対
象
物
か
ら
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
抽

出
す
る
こ
と
は
、
対
象
物
そ
れ
自
身
を
思
考
物
と
せ
ざ
る
を
え
な

い
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
物
化
し
て
い
る
事
態
を
一
通
り
分
析

し
た
の
ち
、
マ
ル
ク
ス
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
自
己
を
関
係
づ
け
る
契
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機
（
自
己
反
省
の
契
機
）
を
捨
象
し
て
い
た
価
値
の
実
体
分
析
の

隈
界
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
価
値
形
態
へ
叙
述
を
移

行
さ
せ
る
。
「
リ
ン
ネ
ル
の
生
産
に
お
い
て
は
一
定
量
の
人
間
労

働
力
が
支
出
さ
れ
て
存
在
し
て
い
る
。
リ
ン
ネ
ル
の
価
値
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

う
し
て
支
出
さ
れ
て
い
る
労
働
の
単
な
る
対
象
的
反
省
（
ま
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

巨
o
器
o
員
晶
彗
眈
蟹
目
豊
o
ま
肉
巴
婁
）
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
価
値

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

は
物
体
の
内
で
自
己
反
省
し
て
い
る
（
a
島
篶
夢
一
｝
睾
彗
）
の
で

、
　
　
、
　
　
、

は
な
い
」
（
苧
P
O
・
）
。
こ
の
文
の
理
解
で
重
要
な
点
は
、
第
一

に
「
反
省
・
反
映
（
射
監
買
）
」
の
語
義
、
第
二
に
「
反
省
」
と

「
自
己
反
省
」
と
の
区
別
に
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
対
象
的
反
省
」

と
は
前
述
の
「
抽
象
的
対
象
性
」
と
同
義
で
あ
り
、
関
係
を
表
現

す
る
思
考
物
が
対
象
の
内
に
存
在
し
、
し
た
が
っ
て
対
象
の
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

、
　
　
、

反
映
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同
時
に
、
そ
れ
が
反
省

と
い
う
恩
考
活
動
に
よ
っ
て
の
み
捉
え
う
る
こ
と
が
重
ね
て
意
味

さ
れ
て
い
る
。
射
①
自
賀
に
は
こ
の
よ
う
な
二
重
の
意
味
が
与
え

ら
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
対
象
の
内
に
関
係
そ
れ
自
体
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
自
己

反
省
」
と
は
既
述
の
対
概
念
・
自
己
関
係
の
契
機
を
指
し
て
い
る
。

反
省
と
自
己
反
省
は
相
互
に
不
可
分
で
あ
る
が
、
理
論
上
区
別
し

う
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
こ
こ
で
そ
の
よ
う
な
理
論
的
区

別
を
必
要
と
し
た
の
は
、
価
値
の
実
体
分
析
で
は
対
象
の
内
か
ら

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
摘
出
す
る
こ
と
だ
け
が
課
題
で
あ
っ
て
、
抽
出
さ

れ
た
カ
テ
古
コ
リ
ー
に
自
己
を
関
係
づ
け
る
契
機
及
ぴ
両
契
機
の
関

連
に
つ
い
て
は
分
析
さ
れ
て
い
ず
、
そ
の
意
味
で
「
単
な
る
対
象

的
反
省
に
す
ぎ
ず
」
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
小
括
し
、

か
つ
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
も
う
一
つ
の
課
題
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
自
己
関
係
（
自
己
反
省
）
の
関
連
の
分
析
へ
と
考
察
を
移
行
さ

せ
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
価
値
形
態
論
の
主
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
の
分
析
が
、
所
述
の
二
つ
の
極
を
区
別
す
る
こ
と
を
始
点

と
し
て
叙
述
が
進
め
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
別
言
す
れ
ぱ
、
自
己

関
係
の
契
機
の
叙
述
進
展
へ
の
導
入
は
一
面
で
は
関
係
づ
け
ら
れ

る
べ
き
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
抽
出
・
確
定
（
価
値
実
体
分
析
）
を
前
提

と
し
て
お
り
、
他
面
で
は
そ
の
契
機
の
導
入
は
直
ち
に
も
う
一
つ

の
契
機
と
の
区
別
と
関
連
如
何
と
い
う
固
有
の
分
析
テ
ー
マ
の
存

在
を
照
射
し
、
そ
こ
へ
と
議
論
を
移
行
な
ら
し
め
る
役
割
を
果
た

す
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
物
象
化
構
造
の
解
明
は
関
係
の
自
立
化
構
造
の
把
握
を

方
法
的
に
前
提
と
す
る
こ
と
を
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
に
即
し
て
検
討

し
て
き
た
。
紙
幅
の
関
係
上
要
点
の
み
を
記
し
て
お
り
、
ま
た
資

本
の
物
象
性
に
つ
い
て
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
稿
を
改
め
て
考

29些



（145）　マルクス経済学批判の方法的前捉について

察
し
た
い
。第

六
節
小
播

　
マ
ル
ク
ス
の
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
批
判
の
方
法
は
、
自
立
化
し

た
関
係
の
表
現
た
る
思
考
物
の
自
立
化
と
い
う
近
代
に
固
有
な
思

考
物
の
形
態
性
へ
の
批
判
的
見
地
を
前
提
と
し
て
（
思
考
物
・
カ

テ
ゴ
リ
ー
批
判
の
レ
ベ
ル
）
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
そ
の
自
立
化
し
た

観
念
的
な
思
考
物
が
感
性
的
な
物
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
で
そ
の

自
立
的
本
質
が
隠
蔽
さ
れ
る
物
象
化
構
造
の
解
明
（
経
済
的
カ
テ

ゴ
リ
ー
批
判
の
レ
ベ
ル
）
へ
と
、
批
判
を
貫
徹
し
た
点
に
そ
の
核

心
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
思
想
史
上
に
お
い
て
は
マ
ル
ク
ス

の
方
法
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
二
重
の
批
判
は
、
一
方
で
青
年
へ

ー
ゲ
ル
派
、
プ
ル
ー
ド
ン
等
の
諸
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
恩
考
物
・
カ

テ
ゴ
リ
ー
一
般
に
対
す
る
無
批
判
的
態
度
へ
矛
先
を
向
け
つ
つ
、

他
方
で
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
物
と
一
体
化
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い

う
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
i
特
有
の
物
象
性
を
概
念
的
に
把
握
で
き
な

い
古
典
派
経
済
挙
と
対
決
す
る
中
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と

い
え
る
。

　
同
時
に
マ
ル
ク
ス
を
し
て
こ
の
よ
う
な
方
法
的
立
揚
を
と
ら
し

め
た
深
奥
の
根
拠
は
近
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
客
観
的
位
置
に

　
　
＾
2
0
）

あ
っ
た
。
一
九
世
紀
近
代
市
民
社
会
に
お
い
て
労
働
者
は
単
に

「
形
式
的
に
人
樒
と
し
て
」
（
9
．
ω
．
昌
H
）
そ
の
構
成
員
で
あ
り
、

実
質
的
に
は
そ
こ
か
ら
排
除
さ
れ
、
国
家
に
お
い
て
も
同
様
で

あ
っ
た
。
労
働
者
に
は
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
自
己
表
現
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
操
作
に
よ
る
自
己
の
普
遍
化
な
ど
、
自
立
化
し
た
諸
関
係

を
担
い
そ
の
圏
域
で
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
能
カ
を
奪
わ

れ
て
い
た
と
い
え
る
。
市
民
社
会
と
国
家
の
両
圏
か
ら
排
除
さ
れ
・

そ
の
外
部
に
位
置
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
近
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
の
存
在
位
置
が
、
逆
に
近
代
社
会
の
歴
史
的
構
造
を
総
体
と
し

て
捉
え
返
す
こ
と
を
要
講
し
た
と
い
え
る
。
マ
ル
ク
ス
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
批
判
と
は
、
自
立
的
に
存
在
す
る
関
係
領
域
全
体
に
対
す
る

　
　
　
（
2
1
）

批
判
で
あ
り
、
近
代
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
客
観
的
立
場
を
理
論

的
に
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
同
時
に
そ
れ
は
経
済
的
カ
テ

ゴ
リ
ー
批
判
と
し
て
結
実
す
る
マ
ル
ク
ス
の
方
法
的
起
点
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
そ
の
理
論
的
含
意
を
汲
み
取
る
こ
と
は
単
に
マ
ル

ク
ス
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
社
会
の
機
能
様
式
を
分
析
し
て

い
く
た
め
の
不
可
欠
の
前
提
を
な
す
と
い
え
る
。

　
（
1
）
　
本
稿
で
は
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
引
用
は
室
葭
冥
向
轟
o
尿
オ
雪
ぎ

　
↓
買
向
峯
等
通
常
の
略
号
を
用
い
た
。
但
し
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ

　
　
ロ
ギ
ー
』
は
第
一
軍
に
限
り
、
慶
松
渉
編
河
出
書
房
新
社
放
を
用
い

295



橘論叢　第91巻　第2号　（146）

　
口
一
ま
た
『
資
本
諭
』
初
版
↓
穴
・
o
易
清
＞
・
と
そ
れ
ぞ
れ
略
記
し
、

　
『
要
綱
』
は
新
メ
ガ
版
を
用
い
、
全
文
献
と
も
原
文
頁
を
記
し
た
。

　
引
用
文
中
の
強
調
は
す
ぺ
て
筆
者
の
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
マ
ル
ク
ス
の
方
法
論
を
『
要
綱
』
「
苫
説
」
の
「
経
済
学
の
方

　
法
」
に
還
元
す
る
謬
見
に
対
し
て
は
既
に
平
田
清
明
氏
（
『
経
済
学

　
批
判
へ
の
方
法
序
説
』
一
－
ニ
ハ
員
）
平
子
友
畏
氏
（
『
唯
物
論
』

　
八
号
汐
文
祉
一
九
七
七
年
一
一
月
所
収
論
文
）
な
ど
に
よ
る
批
判
が

　
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
も
「
発
生
史
的
方
法
」
「
上
向
法
」
等
の
方
法

　
諭
的
諸
規
定
の
金
体
像
を
捉
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
た
い
。
本
稿
に

　
お
い
て
筆
者
は
マ
ル
ク
ス
方
法
論
解
明
の
予
備
的
前
提
が
カ
テ
ゴ
リ

　
ー
の
形
態
性
、
関
係
の
自
立
化
構
造
の
把
握
に
あ
る
こ
と
を
主
張
す

　
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
筆
者
と
立
場
は
異
な
る
が
、
経
済
的
カ
テ
ゴ

　
リ
ー
批
判
の
含
意
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
、
窒
胆
“
。
、
ポ
．

　
＝
o
目
　
彗
『
　
宛
o
斥
o
畠
片
昌
家
－
o
コ
　
o
昌
旨
胃
匿
o
サ
o
目
　
毫
o
二
旨
o
o
ユ
9

　
匡
彗
叩
0
8
H
O
竈
ω
8
汗
巨
碧
蜆
一
〇
〇
器
昌
閉
O
巨
讐
二
一
ω
一
ζ
『
具
体
的
な
も

　
の
の
弁
証
法
』
カ
レ
ル
・
コ
シ
ー
ク
、
花
崎
皐
平
訳
（
せ
り
か
書
房
）

　
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）
　
ル
カ
ー
チ
『
歴
史
と
階
級
意
識
』
以
降
廣
松
渉
氏
に
い
た
る
、
、
＾

　
で
・
マ
ル
ク
ス
物
象
化
論
を
巡
る
諸
解
釈
が
存
在
し
て
い
る
が
そ
れ

　
ら
の
本
格
的
検
討
は
こ
こ
で
は
行
え
な
い
。
さ
し
あ
た
り
、
「
関
係

　
の
自
立
化
」
構
造
の
考
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
を
諸
見
解
に
共
通

　
す
る
間
題
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ぱ
、
廣
松
渉
氏
の
「
物

　
象
化
の
構
制
」
論
（
『
思
想
』
一
九
八
三
年
三
月
号
所
収
論
文
）
に

　
お
い
て
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
形
態
性
、
自
己
関
係
な
ど
の
理
解
が
欠
落

　
し
て
い
る
。
ま
た
氏
は
マ
ル
ク
ス
の
人
格
概
念
を
「
関
係
規
定
態
」

　
（
同
四
貢
）
と
把
握
す
る
点
で
は
、
従
来
の
マ
ル
ク
ス
人
格
諭
解
釈

　
を
抜
き
ん
で
る
地
平
に
あ
り
、
筆
者
の
理
解
と
も
少
な
か
ら
ず
符
合

　
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
関
係
の
自
立
化
と
い
う
市
民
杜

　
会
的
転
倒
の
間
題
性
か
ら
は
把
握
さ
れ
て
は
い
な
い
点
を
指
摘
で
き

　
る
。
稿
を
改
め
て
述
ぺ
さ
せ
て
頂
く
。
注
（
1
4
）
（
1
5
）
参
照
。

（
4
）
同
様
の
指
摘
は
旨
向
Ω
＞
目
＞
σ
、
ω
↑
ω
一
ω
．
S
－
に
も
見

　
出
せ
る
。

（
5
）
　
カ
テ
ゴ
リ
ー
・
理
念
・
概
念
・
原
理
な
ど
の
思
考
物
と
し
て
の

　
同
一
性
に
つ
い
て
は
本
稿
で
の
諸
引
用
の
他
峯
内
峯
｝
p
♪
ω
、

　
富
ご
。
も
参
照
の
こ
と
。
こ
れ
ら
の
区
別
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
明

　
示
し
て
は
い
な
い
。
彼
に
と
っ
て
問
題
で
あ
っ
た
の
は
、
人
間
の
関

　
係
は
そ
う
し
た
観
念
的
形
態
で
は
じ
め
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

　
に
あ
っ
た
と
い
え
る
o

（
6
）
　
こ
こ
か
ら
マ
ル
ク
ス
言
語
論
の
基
本
点
を
読
み
取
る
二
と
が
で

　
き
る
。
近
代
市
民
社
会
に
お
け
る
言
語
的
疎
外
は
言
語
の
自
立
化
と

　
い
う
点
に
あ
り
、
そ
れ
は
関
係
の
自
立
化
と
い
う
事
態
と
の
関
連
で

　
把
握
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
尾
関
周
二
氏
は
、
『
書
語
と
人
間
』
（
大

　
月
書
店
）
に
お
い
て
市
民
社
会
に
お
け
る
言
語
的
疎
外
を
「
ウ
ソ
を

　
つ
く
可
能
性
」
（
一
八
六
員
～
）
と
し
て
単
純
化
し
て
理
解
し
て
い

　
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
氏
に
お
い
て
は
、
曽
目
語
が
諸
個
人
の
意
識
を

　
支
配
し
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
の
転
倒
性
が
そ
の
圃
有
性
に
お
い
て

　
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
竹
内
成
明
氏
も
上
述
の
マ
ル
ク
ス
の

　
「
関
係
」
論
的
視
角
を
明
確
化
し
て
い
な
い
（
「
言
語
に
お
け
る
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（147）　マルクス経済単批判の方法的前提について

　
〔
疎
外
〕
と
〔
物
象
化
〕
の
問
題
L
『
思
想
』
一
九
七
二
年
二
月
）
。
な

　
お
、
別
の
論
点
で
は
あ
る
が
マ
ル
ク
ス
の
言
詔
諭
に
は
市
民
社
会
の

　
領
域
に
お
け
る
諸
個
人
の
実
践
を
言
語
・
言
述
（
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
）

　
の
自
立
的
媒
介
性
に
お
い
て
把
握
す
る
含
意
が
あ
る
。

（
7
）
　
こ
の
よ
う
な
自
立
化
構
造
の
諸
局
面
の
分
析
は
『
ド
イ
ツ
・
イ

　
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
音
年
へ
ー
ゲ
ル
派
批
判
の
叙
述
の
中
に
明
瞭
に
指
摘

　
で
き
る
（
p
ω
．
N
ミ
、
）
。
紙
幅
上
、
詳
論
で
き
な
い
が
そ
こ
で
は

　
「
人
楕
（
勺
O
、
蜆
昌
）
」
と
「
個
体
・
個
人
（
旨
9
く
巳
…
昌
）
」
が
概
念

　
的
に
区
別
さ
れ
、
自
立
化
し
た
関
係
の
担
い
手
が
人
樒
と
し
て
把
擾

　
さ
れ
て
い
る
。
個
体
は
「
経
験
的
（
O
旨
官
芸
9
）
」
「
質
料
的
（
昌
甲

　
尉
、
－
血
5
」
な
規
定
態
に
あ
る
も
の
と
し
て
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
関

　
係
の
自
立
化
と
は
同
時
に
「
個
体
」
↓
「
人
格
」
へ
の
主
体
の
変
容

　
過
程
と
即
応
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
恩
考
、
概
念

　
な
ど
の
契
機
が
媒
介
的
意
義
を
も
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な

　
お
、
注
（
1
4
）
参
照
の
こ
と
。

（
8
）
　
近
代
哲
挙
史
は
マ
ル
ク
ス
の
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
検
討
さ
れ

　
る
ぺ
き
で
あ
り
、
ま
た
従
来
の
認
識
理
論
に
お
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
論

　
も
発
展
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
な
お
、
注
（
9
）
（
1
0
）
（
1
3
）
参
照
。

（
9
）
　
関
係
の
あ
り
方
を
探
究
す
る
こ
と
は
同
時
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
拙
象

　
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
『
要
綱
』

　
「
序
説
」
「
経
済
挙
の
方
法
」
に
お
い
て
か
か
る
観
点
か
ら
二
重
の
分

　
析
を
遂
行
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
諸
個
人
の
関
係
の
あ
り
方
と

　
い
う
観
点
か
ら
そ
の
近
代
的
特
質
を
確
定
す
る
。
そ
れ
は
ま
ず
第
一

　
に
上
述
の
よ
う
に
普
遍
的
諸
関
係
の
成
立
の
内
に
見
出
さ
れ
、
同
時

に
ま
た
多
様
な
組
織
（
関
係
）
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
る
。
「
ブ
ル
ジ

　
目
ア
社
会
は
最
も
発
展
し
た
、
ま
た
最
も
多
様
な
、
生
産
の
組
織
で

あ
る
。
」
（
O
『
・
O
O
・
S
）
他
方
、
翻
っ
て
マ
ル
ク
ス
は
カ
テ
ゴ
リ
ー

摘
象
の
特
徴
と
い
う
観
点
か
ら
「
最
も
普
遍
的
な
抽
象
は
・
…
－
最
も

具
体
的
な
発
展
の
下
で
の
み
成
立
す
る
。
」
（
O
『
■
ω
．
S
）
と
指
摘
す

る
。
こ
こ
で
い
う
「
呉
体
的
な
発
展
」
と
は
、
別
の
個
所
で
「
具
体

的
な
も
の
は
、
≡
多
様
な
も
の
の
統
一
で
あ
る
か
ら
こ
そ
具
体
的

な
の
で
あ
る
。
」
（
o
、
。
ω
．
旨
）
と
把
握
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
多
様

な
も
の
」
の
発
展
を
指
し
て
い
る
と
い
え
る
。
同
時
に
そ
こ
で
は

「
具
体
的
」
な
も
の
が
「
具
体
的
」
で
あ
る
の
は
、
他
方
で
「
普
遍

性
」
に
よ
る
「
総
括
」
が
あ
る
こ
と
と
相
即
し
て
い
る
と
い
う
合
意

が
読
み
取
れ
る
。
こ
こ
か
ら
〔
関
係
の
あ
り
方
－
カ
テ
ゴ
リ
ー
抽

象
の
あ
り
方
〕
と
い
う
二
重
の
視
点
か
ら
な
る
分
析
が
統
一
さ
れ
て

く
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
の
〔
普
遍
的
関
係
の
成
立
－
多
様
な

関
係
の
成
立
〕
と
い
う
関
連
は
、
他
方
で
の
〔
普
遍
的
抽
象
－
多

様
な
も
の
〕
と
い
う
関
連
と
対
応
し
て
把
握
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は

こ
の
よ
う
な
観
点
・
か
ら
「
労
働
」
概
念
を
分
析
し
て
い
る
。
（
＜
口
q
一
、

o
、
．
ω
o
o
－
）
な
お
カ
テ
ゴ
リ
ー
抽
象
の
歴
史
的
規
定
性
の
間
魑
に
つ

い
て
付
言
す
れ
ぱ
、
あ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
や
理
念
が
ど
の
時
代
に
も
妥

当
す
る
歴
史
貫
通
的
な
性
格
を
持
つ
こ
と
と
、
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

歴
史
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
は
必
ず
し
も
矛
層
し
な
い
。
間

魑
ば
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
歴
史
貫
通
的
な
内
容
を
表
現
す
る
と
し
て
も
・

そ
れ
自
体
と
い
う
単
純
性
に
お
い
て
抽
出
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
お
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
あ
る
特
定
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
問
題

29？
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と
さ
れ
普
遍
的
に
抽
象
さ
れ
て
く
る
こ
と
自
身
が

固
有
の
レ
ペ
ル

　
　
　
　
　
、

堰
滴
哨
帷
遥
鴻
一
ぷ
㌶
ほ
め
㌫
㌫
鮎
鮎

　
象
的
な
カ
テ
｝
リ
リ
｝
ソ
ゾ
バ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、

　
か
が
ρ
ー
ど
の
時
代
に
も
妥
当
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

　
デ
か
か
釦
卯
跡
定
性
そ
の
も
の
の
内
に
お
い
て
、
や
は
り
歴
史
的
諸

　
跡
榊
卯
瞥
伽
か
ぴ
仰
か
が
…
－
」
（
9
・
ω
・
さ
）
。

（
1
0
）
　
こ
こ
か
ら
恩
考
物
は
近
代
に
お
い
て
は
一
方
で
一
定
の
関
係
を

　
表
現
し
、
か
つ
他
方
で
諸
個
人
を
媒
介
す
る
独
自
の
機
能
を
持
つ
と

　
い
う
二
璽
の
意
義
を
指
摘
で
き
る
。
注
（
1
9
）
参
照
。

（
u
）
　
「
一
体
ど
こ
か
ら
、
彼
ら
の
諸
関
係
が
彼
ら
に
対
し
て
自
立
化

　
す
る
こ
と
が
お
こ
る
の
か
？
・
：
…
；
一
口
で
い
え
ぱ
分
業
」
（
貝
O
O
、

　
一
塞
）
。
「
分
業
は
物
質
的
労
働
と
精
神
的
労
働
の
分
割
が
現
れ
た
瞬

　
間
か
ら
－
－
現
実
的
分
業
と
な
る
。
二
の
瞬
間
か
ら
意
識
は
現
存
す

　
る
実
践
の
意
識
と
は
別
の
あ
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
自
家
像
を

　
現
実
に
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
よ
う
に
－
－
な
る
」
（
U
．
ω
一
ω
o
）
。

　
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
に
よ
る
「
恩
考
物
の
体
系
化
は
分
業
の
一
結
果
」

（
胃
名
塁
1
ω
i
ω
．
§
一
凄
姜
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
マ
ル
ク
ス
の
プ
ル
ー
ド
ン
批
判
は
二
重
で
あ
る
。
第
一
に
経
済

　
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
扱
い
に
．
お
い
て
。
「
彼
は
こ
う
問
題
を
提
起
す
る

　
だ
ろ
う
。
こ
の
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
良
い
面
を
保
存
し
て
悪
い
面

　
を
除
去
せ
よ
、
と
」
（
峯
向
毫
ω
P
＋
ω
■
ご
二
、
）
。
マ
ル
ク
ス
は
こ

　
れ
を
単
純
流
通
レ
ペ
ル
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
温
存
を
図
る
も
の
と
し

　
て
批
判
す
る
。
第
ニ
マ
ル
ク
ス
は
に
そ
の
よ
う
な
経
済
的
カ
テ
ゴ
リ

　
ー
の
悉
意
酌
扱
い
方
が
カ
プ
ゴ
・
リ
ー
一
般
に
対
す
る
無
批
判
的
姿
勢

　
に
起
因
す
る
こ
と
を
扶
り
出
す
。
「
彼
（
プ
〃
ー
ド
ン
）
に
と
っ
て

　
は
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
起
動
力
な
の
だ
：
：
・
」
（
巳
U
己
、
ω
。
蜆
胡
〔
）
。
こ

　
こ
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
一
般
を
問
題
と
す
る
固
有
の
レ
ペ
ル
が
見
出
せ
る
。

（
1
3
）
．
マ
ル
ク
ス
の
「
自
己
関
係
」
「
反
省
」
「
自
我
性
」
等
の
概
念
は

　
へ
ー
ゲ
ル
と
の
継
承
関
係
と
い
う
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
『
論
理
学
』
は
経
験
的
世
界
か
ら
自
立
化
し
た
恩
考
諸
規

　
定
を
そ
れ
自
体
と
し
て
純
粋
に
考
察
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
お
り
、

　
そ
こ
で
へ
ー
ゲ
ル
は
自
立
化
し
た
恩
考
規
定
が
一
つ
の
体
系
的
な
構

　
造
と
し
て
存
在
し
、
し
・
か
も
そ
れ
が
自
我
な
い
し
人
格
に
お
い
て
担

　
わ
れ
る
こ
と
で
自
已
運
動
す
る
事
態
を
考
察
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

　
る
。
ま
た
へ
ー
ゲ
ル
は
近
代
に
お
け
る
哲
学
史
の
発
展
を
総
括
し
て

　
そ
の
核
心
を
自
己
意
識
に
つ
い
て
の
概
念
的
把
握
の
発
展
と
し
て
捉

　
え
て
い
る
（
く
o
筥
－
一
＜
o
二
8
冒
■
o
q
o
目
饒
σ
o
『
2
o
o
。
蜆
o
巨
。
巨
一
。
o
g

　
勺
巨
o
蜆
毛
巨
Φ
ω
旨
『
ζ
昌
o
吋
ρ
．
8
一
ω
、
む
o
。
）
。
近
代
哲
学
の
最
重

　
要
課
題
の
一
つ
は
、
自
我
論
で
あ
り
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
で
あ
る
と
い
え

　
る
が
・
そ
れ
は
近
代
に
お
け
る
藷
関
係
の
普
遍
的
自
立
化
と
い
う
事

　
態
に
直
面
し
て
、
か
か
る
事
態
の
把
握
と
そ
れ
を
担
う
べ
き
主
体
の

　
形
成
を
目
指
し
た
市
民
的
努
カ
の
理
論
的
反
映
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
近
代
的
市
民
の
成
立
、
そ
の
活
動
圏
と
し
て
の
市
民
社
会
の
成
立
と

　
は
・
こ
の
よ
う
な
自
立
化
し
た
諸
関
係
の
成
立
及
ぴ
そ
の
担
い
手
た

　
る
自
己
意
識
を
も
っ
た
諸
個
人
の
確
立
と
表
裏
一
体
の
事
態
と
い
え

　
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
別
稿
で
検
討
し
た
い
が
、
へ
ー
ゲ
ル
哲
挙
は

　
近
代
の
社
会
的
諸
関
係
の
普
遍
約
自
立
化
と
い
う
事
態
の
表
現
で
あ

　
る
思
考
物
の
自
己
運
動
の
解
明
を
目
指
し
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
転
倒
．
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（149）マルクス経済学批判の方法的前提について

　
の
枠
内
に
身
を
置
き
つ
つ
も
、
マ
ル
ク
ス
と
の
方
法
的
連
続
を
可
能

　
な
ら
し
め
た
と
考
え
，
ら
れ
る
。
ま
た
カ
ン
ト
が
『
純
粋
理
性
批
判
』

　
で
自
己
意
識
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
密
接
な
関
連
に
つ
い
て
再
三
書
及

　
し
て
い
る
の
も
こ
の
問
題
性
と
連
関
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
1
4
）
　
マ
ル
ク
ス
の
人
格
概
念
は
、
所
有
概
念
、
法
的
人
椅
概
念
の
解

　
明
及
ぴ
カ
ン
ト
、
へ
ー
ゲ
ル
の
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
そ

　
の
本
格
的
検
討
は
多
妓
に
わ
た
る
論
点
を
包
合
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
そ
の
際
、
最
も
基
礎
的
な
間
題
は
注
（
7
）
で
触
れ
た
よ
う
に
マ
ル

　
ク
ス
が
「
人
格
」
と
「
個
人
・
個
体
」
を
理
論
的
に
区
別
し
て
い
る

　
点
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
『
要
綱
』
段
階
で
も
保
持
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
た
と
え
ぱ
次
の
箇
所
。
「
呼
吸
す
る
諸
個
人
（
－
邑
；
旨
昌
）
壬
し

　
て
彼
ら
は
自
然
体
と
し
て
の
み
粕
互
に
関
連
し
合
っ
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
っ
て
諸
人
格
（
勺
o
易
昌
昌
）
と
し
て
関
連
し
合
っ
て
い
る
の
で
は
な

　
い
」
（
O
■
ω
。
－
9
）
。
但
し
、
両
者
の
区
別
そ
れ
自
体
を
問
題
と
し

　
な
い
箇
所
で
は
両
タ
ー
ム
は
同
義
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　
が
、
そ
の
場
合
で
も
、
根
底
に
は
市
民
社
会
に
お
い
て
諸
個
人
は
自

　
己
意
識
を
媒
介
と
し
て
（
第
三
節
参
照
）
は
じ
め
て
人
格
た
り
う
る

　
と
い
う
固
有
の
事
態
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
事
態

　
が
両
者
の
同
一
性
の
面
か
ら
把
握
さ
れ
た
結
果
、
同
義
的
に
使
わ
れ

　
た
と
い
え
る
。
マ
ル
ク
ス
の
こ
う
し
た
二
重
の
語
用
自
体
、
個
人
・

　
個
体
と
人
格
の
同
一
性
と
区
別
性
を
そ
れ
ぞ
れ
反
映
し
て
い
る
も
の

　
と
い
え
よ
う
。
マ
ル
ク
ス
の
人
格
概
念
の
検
討
は
別
に
行
い
た
い
。

（
1
5
）
　
マ
ル
ク
ス
の
物
象
化
論
と
は
所
有
関
係
の
物
象
化
と
し
て
把
握

　
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
所
有
概
念
の
解
明
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

　
物
象
化
を
現
象
形
態
と
し
て
の
み
理
解
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る

　
が
マ
ル
ク
ス
は
常
に
「
存
在
（
邑
目
）
」
と
「
現
象
（
實
竃
序
ぎ
9
）
」

　
の
統
一
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
（
く
晒
F
宍
■
胃
卑
o
＞
一
ω
、
山
o
o
）
二

　
れ
ら
の
論
点
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
紙
幅
上
捨
象
し
て
考
察
し
て
い

　
る
。
な
お
、
筆
者
は
「
物
化
（
く
曾
9
轟
＝
O
巨
冒
岬
）
」
と
「
物
象
化

　
（
＜
。
、
蜆
印
。
…
〇
一
一
…
帥
）
」
の
理
論
的
区
別
を
留
保
し
て
お
り
、
本
稿
で

　
は
同
義
的
に
使
用
し
て
い
る
。

（
1
6
）
統
一
の
仕
方
は
商
晶
レ
ペ
ル
と
資
本
レ
ペ
ル
と
で
は
区
別
さ
れ

　
る
が
、
詳
説
で
き
な
い
。

（
〃
）
　
＜
O
q
一
－
肉
一
〇
冨
8
＞
；
O
〇
一
N
ミ
｛
一

（
1
8
）
　
価
値
表
現
の
「
回
り
遣
」
を
巡
っ
て
諸
解
釈
が
あ
る
が
、
そ
れ

　
も
自
立
化
し
た
関
係
の
構
造
分
析
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ

　
る
。
既
に
初
期
マ
ル
ク
ス
は
、
神
や
国
家
が
諸
個
人
か
ら
自
立
し
た

　
関
係
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
な
が
ら
、
そ
の
自
立
し
た
関
係
を
媒
介
と

　
し
て
他
者
と
関
係
す
る
近
代
的
な
諸
個
人
の
あ
り
方
を
分
析
し
、
そ

　
こ
に
お
い
て
は
「
回
り
道
」
の
構
造
が
不
可
避
と
な
る
こ
と
を
指
摘

　
し
て
い
る
。
ま
た
自
立
し
た
関
係
領
域
た
る
国
家
に
お
け
る
政
治
的

行
為
は
自
己
意
織
的
活
動
と
な
る
こ
と
も
あ
わ
せ
て
指
摘
し
て
い
る

（
＜
口
q
一
．
竃
向
名
向
P
ピ
ω
．
富
少
O
O
．
ω
S
）
。
「
回
り
道
」
と
は
媒
介

項
の
自
立
的
存
立
と
ぞ
こ
へ
自
己
を
関
係
づ
け
る
市
民
的
諸
個
人
の

あ
り
方
を
総
括
的
に
特
徴
づ
け
た
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ
は
関
係
の

自
立
化
構
造
の
把
握
に
よ
っ
て
の
み
理
解
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
価
値
形
態
論
と
交
換
過
程
論
の
理
論
的
課
題
の
違
い
も
関
係
の

自
立
化
構
造
の
把
握
が
前
提
と
さ
れ
る
。
そ
の
核
心
は
自
立
化
し
た
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関
係
の
担
い
手
た
る
人
楕
の
「
意
志
行
為
（
老
…
窒
竃
ζ
）
」
の
契
機

　
が
捨
象
さ
れ
る
か
否
か
に
あ
り
、
し
か
も
そ
の
よ
う
な
叙
述
進
行
が

　
方
法
上
不
可
避
と
さ
れ
る
の
は
分
析
対
象
で
あ
る
商
品
．
貨
弊
レ
ペ

　
ル
固
有
の
物
象
化
構
造
に
よ
っ
て
内
在
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
た

　
め
で
あ
る
。
そ
の
他
詳
述
す
べ
き
多
く
の
論
点
が
あ
る
が
、
紙
幅
の

　
関
係
上
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

（
1
9
）
　
摘
象
的
人
間
労
働
の
概
念
を
巡
る
諭
争
も
、
近
代
に
お
け
る
恩

　
考
物
の
二
重
の
佳
格
（
注
（
1
0
）
参
照
）
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
前

　
提
と
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
閥
と
自
然
の
関
係
を
表

　
現
す
る
も
の
と
し
て
労
働
は
歴
史
貫
通
的
で
あ
る
が
、
そ
の
カ
テ
ゴ

　
リ
ー
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
自
立
し
た
機
能
的
意
義
を
持
つ
の
は
歴
史

　
的
な
の
で
あ
る
。
詳
紬
は
別
稿
で
検
討
す
る
。

（
2
0
）
　
市
民
祉
会
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
後

　
藤
遣
夫
氏
「
政
治
・
文
化
能
カ
の
陶
冶
と
社
会
主
義
」
「
『
現
代
の
た

　
め
の
哲
学
』
第
二
巻
所
収
膏
木
書
店
）
か
ら
学
ん
だ
。

（
肌
）
　
マ
ル
ク
ス
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
様
式
に
潜
貝
す
る
，
－
と
で
カ

　
テ
ゴ
リ
ー
抽
象
の
歴
史
的
規
定
性
を
批
判
的
に
把
握
し
（
第
二
節
参

　
照
）
、
同
蒔
に
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
体
系
に
内
在
す
る
こ
と
で
カ
テ
ゴ

　
リ
ー
構
造
の
運
馳
の
中
か
ら
構
造
自
身
を
の
り
こ
え
る
否
定
的
モ
メ

　
ン
ト
の
析
出
を
企
図
し
た
と
い
え
る
。
が
、
そ
の
際
構
造
を
内
在
的

　
に
超
出
し
よ
う
と
し
て
歴
史
の
論
理
的
再
構
成
的
杷
握
（
た
と
え
ぱ

　
『
要
綱
』
の
「
諸
形
態
」
）
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
構
造
の
自
己
否

　
定
的
傾
向
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、

　
一
方
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
抽
象
の
歴
史
的
形
態
性
を
確
定
し
つ
つ
、
他
方

　
で
歴
史
を
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
し
抽
象
化
す
る
と
い
う
固
有
の
方
法
的
問

　
魍
性
が
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
生
ず
る
と
恩
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
の
立

　
ち
入
っ
た
検
討
は
省
略
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
挙
大
学
院
博
士
課
程
）
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